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3 歳児クラスの時間性と自己についての一考察 
─現象学的視点から幼児の時間性を探る─
A Study on Temporality and Self in 3-Year-Old Kindergarten Children 































































































































































































































いる。たとえば、エリクソンの発達段階でいう幼児期初期の 1 〜 3 歳の前半には、自我が芽生え、 2 歳
を過ぎると、第一反抗期と呼ばれる、幼児の強い主張や抵抗が始まることは広く知られている。また、




る。そこでは、発達の時期区分は 7 期に整理されており、2 歳半からの第 4 期における自己発達は、「思
考や言語の自律した主体として表象される自己」であり、思考や言語の主体としての意識はあるが、時
53 歳児クラスの時間性と自己についての一考察
間に対しては、「無視点的な時間的枠組み」を持っているとする。 4 歳からの第 5 期は、「時間的に拡張
された主体としての自己」であり、時間的に拡張された主体として、「視点性を有する時間的枠組み」

























観察は首都圏内の私立幼稚園の 3 歳児クラスにおいて、2015年度 4 月より、計24回行っている。観察
時間は登園から昼食までの約 3 時間である。 3 歳児クラスは、満 3 歳の子どもたちを対象とし、当該年
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といままで
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の自己をいまから
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として引き受けなければならない過去
性の制約につながれたまま、いまから
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